
     

市職員を対象に行った 

「ごみ袋のデザイン変更に係るアンケート」 

の結果 

３．上記の課題・問題を解決するための方法として 

  ・ステーションに出したごみを見えるようにする。（ごみの見える化） 74.4%

25.6%

ごみ袋を透明・半透明にすることに

賛成

反対

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈他市町村の状況〉 

・鶴岡市、三川町以外の 33 市町村のごみ袋は、もやすごみは乳白色でそのほかは透明な袋を指定

している。                                 （山形県循環型社会白書資料） 

５．ごみを見える化することにより考えられる効果 

◎ごみに対する意識の変化 → ごみの分別が促進される → ごみの減量・資源化につながる。 

◎違反ごみを入れることを防ぐ → 焼却炉のトラブルを引き起こす金属類の混入が回避される。 

鶴岡市指定ごみ袋のデザインの変更について 
（透明・半透明のごみ袋の検討） 

（反対の理由） 

1中身が見えることに抵抗がある   62件 

2二重袋になりごみが増える。     12件 

3 ごみ袋のデザインを変更するのではなく他の方法でアプローチ

するべき   8件 

4氏名、番号を記入することに抵抗がある。  7件 

5他の人のごみ袋の中身を見るのが不快だ。  6件 

6もやすごみの袋の色は「茶色」が定着している。  6件              

※その他、分別についての意見やデザイン変更についての意見等

があった。 

１．もやすごみの組成分析から見えてきた課題 

   プラスチック等容器包装類等、分別すれば資源となるものがもやすごみの中 

に混入している。 

２．ごみ焼却施設で発生している問題 

焼却できない鉄線などの金属類が混入している。 

４．ごみの中身がわかる袋 

・透明や半透明の袋を使用する。 

参 考 
酒田市、遊佐町、

庄内町のごみ袋 


